２　牛銀
牛銀の目的　　　　　　牛銀というのは、この時代に藩の重臣の建策により、藩財政立てなおしの一策として、区作救援の名をもって、藩倉に貯えの米穀や藩庫の銭銀を各農村に貸し付け、当年限り米収穫期に元利を銀米で回収するという再生産方式をとったもので、かって、享保７年５月の通達に、

　　　　　　　　　　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),牛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),銀)ハ唯今迄之通、十一月廿日限御取立被レ仰付候間、畑物又ハかせきを以銀子用意致し、可レ成程は銀子ニて返上可レ仕候、米払不レ申候ては難レ成候ハヽ、吟味之上、米高相究売せ可申候、尤EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○○),米立之分)ハ九月・十月・十一月三ヶ月平し直段ニて御取可レ被レ遣事、
荘園時代の｢出挙｣　　　これは、あたかも古い奈良朝時代や平安朝時代、またはその後の荘園時代に、政府や社寺ある

の方法に似た牛銀　　いは荘園領主がよく貸し出しをやった「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すいこ),出挙)」の方法の再現であり、出挙と多少違う点は、出挙

制度　　　　　　　　はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もみ),籾)あるいは稲束を貸し付け、元利をまた籾・稲束で回収していたのに対して、牛銀は米・銀を貸し付け、米・銀で回収するのであった。
　　　　　　　　　　　回収当時には、銀子またはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こめ),米)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だて),立)で元利を回収する方法で、どちらにしても銀子と米との比価を決定し、いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たし),足)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こく),石)を決定せねばならぬ。それをきめるのは藩側の行政権で、９・１０・１１の３ヶ月の平均米価をもって比価とした。これは貸し付けも元利の決定も半ば強制的であることには間違いない。それは藩財政の増収が主目的となったからである。返済は１１月廿日限りとあり、牛銀以外の借米・年貢は「１２月廿日限皆済可仕候」であり、このほか雑税として、川役・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やぶ),藪) 
慶安元年（１６４　　役・舟役・池役などの運上銀から、さらに「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),夫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くち),口)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まい),米)」その他のものが課せられた。慶安元（１６
８）の藩法　　　　　４８）年８月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つき),朔)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たち),日)の令達文中の一項目に一夫口米・ぬかわら其外入用、庄屋手前も同前ニ可レ出事、
　　　　　　　　　　一大豆畠高百石ニ付四石、但、七貫替付未進方ニ小豆・ひゑ於レ出は、小豆ハ八貫、替ひへハ三升かへ之事、
　　　　　　　　　　一ぬかわら繩之定

　　　　　　　　　　　　　物成四拾石ニ付　ぬか五俵

　　　　　　　　　　　蔵入ハ　同　　　　　わら弐拾五束、但、三尺廻り

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　なわ弐拾五把、但、六尺ひろニ五拾尋

　　　　　　　　　　　　　物成四拾石ニ付　ぬか拾三俵

給所ハ　同　　　　　わら弐拾五束、但、三尺廻り

　　　　同　　　　　繩弐束、但、六尺ひろに五拾尋、但、なわ不入候ハヽ壱束之代わら五束

一ぬかわらなわ代米之定

　ぬか壱俵ニ付米壱升

　わら壱束ニ付米五合

　なわ壱束ニ付米弐升五合

長江の音田九郎右　　　といった具合で、小前百姓は年貢・地理米のほかに、牛銀の年内返済、諸役運上、夫口米・ぬ衛門の日記　　　　　か・わら・なわの代米の村落賦課の分担を受けねばならず、三重－四重苦に悩んだことと察せら　　　　　　　　　　　　　　　　

れる。ちょうどこのころの長江（東郷町）の音田九郎右衛門という庄屋が、元文－寛保－延享年間にわたる役職や自家の動きについての「日記」を残しているが、その中に、
　　　　　　　　　　一延享二乙丑十二月　日　当作高ニ壱歩ヘリ御拝借被　仰下指上ル、此年春より夏中、天気つヽ
き悪しく、無類之悪立毛ニテ可レ有レ之といつれも存侯所ニ、土用ニてりつヽきニて立毛余ほと宜
敷、実入も宜数相見申候へ共、存外こなし悪敷、地リ米余程不足有レ之余ほとつらくニ致ス、米
直段切手壱俵ニ付、壱貫六百九拾文、人ニよッてハ壱貫七百二参拾文まてニ売渡申候、壱貫六百
五拾文くらいいたし申候、御用銀御下行、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),牛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),銀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),ハ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),九六)ニ付八拾五匁八歩かへ。
「九六」の意味　　　　とあり、「九六」というのは米９斗６升のことである。即ち米９斗６升の相場が牛銀８拾５匁
がえであるから、逆に牛銀を米で上納返済することになれば、市価米の３－4倍の米をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もつ),以)て上納
せねばならぬ計算となる。非常な高利米を借れたことになる。仮に９６米が９升６合見当として
も、市価米の倍量を納めねばならない計算となり、百姓の不利は反対に藩のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばく),莫)大な利得となる。
ちなみに、全国一般に「９６銭」という計算があった。これは９６０文をもって一貫文（１,００
０文）に換算することで、米の９６とは別の標準価値であるから混同してはならない。
寛永７年（１７９　　　また、この日記の末尾に、５０年後の寛政７年の「覚」が書き添えてあるが、これによると、

５）の覚書　　　　　一－前略－右洪水因州別メ大水ニ而御城下大変也、仍而、御地頭様江EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おみまい),御見廻)ノ飛脚遣候、……人
馬水死数EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くわしく),委敷)は相知不レ申候得共三拾四年以前午ノ洪水（宝暦13年か）より水は少く破損之場
所も少ク死も無レ之候得共（これは河村郡のことか）凶年にて御郡々江御拝借米被為　仰付、里
構江○此処へ石数書入申積ノ処、石相知不レ申ニ付書入申もの也、此里大庄屋長瀬村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),戸崎市)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),衛)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),門)山中構江山中大庄屋ハ伊木村涌島長右衛門、宗旨庄屋山根村牧田八十治也
　　　　　　　　　　　此年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),牛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),銀)直段拾六石ニ付六拾七匁五分、弐拾石受通用也銀札百三文、正米ハ殊ノ外不自由ニ而
壱俵二付三拾弐匁也云々 ―以下略―。
以上で大体牛銀の用途、貸出し目的、米価との対比がわかりそうであり、また、その変動の上
り下りの甚だしかったこともわかる。

寛政７年の村庄屋　　　ちなみに、音田日記に寛政７年当時の水害復旧工事（普請）に関係のあった、羽合郷内の村庄屋名が記されているので、参考のためとりあげておく、

　　　　　　　　　　　　　　長瀬村庄屋　　　　市　蔵

　　　　　　　　　　　　　　同　　　同　　　　助兵衛

　　　　　　　　　　　　　　久留村　同　　　　惣　助

　　　　　　　　　　　　　　上浅津村同　　　　六郎右ヱ門

水下村　同　　　　六左衛門

布河村　同　　　　庄兵衛

下浅津村同　　　　清左衛門

長瀬村　同　　　　幸三郎（音田）

田後村　同　　　　治良兵衛

大庄屋長瀬村　　　戸崎市左衛門

其他久米郡大庄屋　内海清右衛門

